
308 臨泌 76巻 5号　2022年 4月 0385-2393/22/ 紙 :  ¥800/ 電子 : ¥1200/ 論文 /JCOPY

書評

私は総合診療医ですが，体系的
な皮膚科の教育を受けたことのな
い世代でもあり皮疹の診断は苦手
です．
皮疹の診断ができるといいと思
いつつも，勉強してもなかなか
すっきりわかるようになりません
でした．
わからないから苦手意識が募り
ますが，そうかといって何でも皮
膚科医に診てもらうわけにもいか
ない，という困ったジレンマに陥
り，すっきりしないがとりあえず
外用薬を出しておこうという診療
になってしまいがちです．

この理由の 1つは，本書にもあ
りますが，皮疹の現れ方は多種多
彩なので典型的な皮疹をマスター
してそれを応用して診断するとい
う戦略が取りにくいことにありま
す．つまり，教科書にある写真と
の「絵合わせ」では典型的な皮疹
以外は診断ができるようにはなり
ません．
さらに，皮膚科疾患の病名は内
科に比べて桁違いに多いのも要因
です．診断するためには，分類の
基準となる疾患名の命名が必要で

すが，これが皮膚科領域では錯綜
しています．
病名付けの軸となる視点が，原

因物質，病因，部位，年齢，臨床
像（見え方）など多数あるため，
疾患名の数が膨大になります．同
じモノに違う病名が付くことがあ
り，非専門医にとって混乱の原因
になります．
これも本書に書かれていますが，

皮膚科医でもわからないものはわ
からないので（こう言い切っても
らえると安心します）とりあえず
病名を付けるためにこうした命名
体系になっているのだろうと思わ
れます．
これらの理由で非専門医には，

システム 1を形成して直感的に診
断していくには無理があるのです．

さて，そんな苦手な皮疹の診断
ですが，この本で勉強すると頭の
中に地図ができて大まかな方向性
が見えてくるでしょう．本書が提
案するのは，判別しやすい皮疹表
面の性状に着目して組織学的病変
と対比しながら区別していくとい
う比較的シンプルな診断推論の戦
略ですが，これをマスターすれば

今までの教科書を読んでもわから
なかったことがわかり，なぜわか
らなかったかも少し理解できるよ
うになると思います．
皮膚科領域の診断推論の地図を

与えてくれる本書は，皮疹を診な
ければならない非専門医，プライ
マリケア医にこそお薦めの教科書
です．

最後になりますが，本書では，
拙著『誰も教えてくれなかった診
断学─患者の言葉から診断仮説を
どう作るか』（医学書院，2008）
に多大なる賛同をいただきました．
この本で診断の思考プロセスを紹
介して以降，「診断推論」の概念
が臨床医に浸透し，いろいろな分
野で発展，応用されているのは非
常にうれしいことです．「診断推
論」がさらに病に苦しむ人達の助
けとなることを願って筆を置きま
す．
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